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「道熈とともに考える森づくりの集い」（札幌市）で

｢知厭熟柿センターで燭ライベン1,に関する－諺禦｣を発表
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IJI２６１１〈１１）札幌市において「進氏とともに考える森づくりの集い」がlWl催されました。林

業試験鰯や森づくりセンターなどの関係背が，一人１５分の持ち時１１１１でプロジェクターを使い森林
に関する様々な'|,ｻﾞ報を発信しました。センターからは，イベントの際に参川|櫛にM1力していただ
いたアンケートを分析した結果を発表しました。その要旨は次のとおりです。

１参)jll将のIMi鱗について

レクinは平|]に行っているため，５０～60歳代の主婦の参加が多い。森ふれは休日，特に木工

数室は奥休みや冬休みに行っているため､小学生やおかあさん，おばあさんの参加が多い。

２参ⅢⅡ街アンケートの概要

（１）参jjllしやすい１１＆日

i1fllに行っているレクinの参加行からは12F169％，休日３１％の希望があり，休日に行って

いる森ふれの参加者からは平｢１１５％,体I:185％の希望がある。

このことか評鳳に蓼hiLやすい人がﾚｸ､,に参,IILⅧ休日に蓼,j,しやすい人が蟻ふｲ;つ
に参)｣Ⅱしていることが想定される。

（２）リ(味があるイベントの種類

レクｉｎの参jjll背は，登山が段も多く，次いで散策で，このiiW渚で6;!;Ｉを超える。その後に

歩くスキー，木工教室，炭焼き体験が約１割で続いている。森ふれの参加iIlfは，木工教室が

約3割を占め雌も多く，次いで菱１１１，散策がそれぞれ約2割，その後に炭焼き体験が約1割で

総いている。

レクin・森ふれとも，イベントの内容と参加者の興味があるイベントの項１－１が一致してい

るものが多いので，多くの参川1者は，瀧林・林漿について知る上で、レクin，森ふれのうち

１３分の輿1M：があるイベントに参加していると思われる。

一方，興味があるイベントの祁噸で上位にあるもののうち、レクillでは木工敬寵及び炭焼

き体険を，森ふれでは罐111を行っていない.このことにより，森｛$ＩＣ・林業に関心のある人の

「１:Iで，たとえば森ふれで実施する|ﾉﾘ癖に雌も興味があるが，開'11；[］(lMl1ll1聯の那合で，レク

illに参加せざるを得ない(あるいはその逆)という人々もいると思われる。このことは「(1)

参j11しやすい111H日」からもうかがえる。 〆、
まとめとして，当センターで行うイベントは人気が断く，毎回募集蒋数の約１．５～3倍の応参

をいただいている。しかも，イベントごとに参加者を募っているため、厳liVI-部の方を除き初め

ての参ｊｌ１１瀞になるので。参加者には新鮮な艦きがあり，満足感も与えることが{ll来ると思われる。

今後はこれまで取り組んできたイベントIﾉﾘ瀞に加え，国有林の森林・Ｉ(|;菜施策を笑行する上で

のイベントの役割などを検証し，実施内容などを更に吟味して参りたい。

（文rl1，森ｲ{;レクリエーションin知床は「レクin｣，森とのふれあいは「森ふれ」と略してい
ます）
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矢口 １１惑今|「

閲|D'て森IIil;センターが設般され

て，l51il月の新年を迎えることが

出来ました。

これまでいろいろな形，あるい

は,1k場でご支援いただきました侍

搬方に感il1III1し上げます。

さて，今《1皇の斜里町は野が降る

のがliLく，例年ですとl2jIrl1には

タイヤショペルによるセンターＭ１

向の除雪はやらないのですが’’２

幾17ｐを皮切りに年内に２回行い
－した。
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年が|ﾘlけて１月１２日にウトロ港に冬の知床連山

流氷が接岸しましたが，これは111:年よりも遅かったものの，鎧近10年間では3瀞|盲1に早い記録だ

そうです。また，天気が良い｜｜に，名峠斜鯉繍やｸ１１１〃|ﾐ辿１１１を見ることができると，「今Ｆ１も１１］

iii(i樵るぞ」という気になります。

鰍ﾎﾟﾄから断iあたりの１１)j岸線は,今の時期
は絶好の歩くスキーのコースになっています。

一歩足を鱗み入れると，そこにはトドマツやア

カエゾマツの造林地，カシワ天然林，そして秋

には小脇においしい実を提供するエゾノコリン

ゴなどがあります。キタキツネ，エゾユキウサ

ギ，エゾリスなどの足,跡も発見することができ

ます。｜『いたずらキツネ』がそこら｢'１で幟げ回っ

てできた紋様も発見することができます。
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１月１１弓1付けで総務係として，新潟ﾘ『（から来ました池田陽介です。脚I】』岳やオホーツク海の衆

晴らしいljH季ある風麟を胸に仕事をしていきたいです。趣味はスポーツですが初めて歩くスキー

をしました。雷質の違い，スキーの難しさを強く盤じました。今後，生活ifiiも含めて，様々な仕

事を学んでいきたいです。よろしくお願い致します。
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オシンコシンの滝近くの流氷新規係川（総務係）：池田陽介

!:i2:Lの調了夫見』乗月訓'戯鐘力欝讓圧 、



鯛'111１１両l森とのふれあい
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『歩&スキーて､濤釣昭周辺途散策』を開権
鯛４５回森とのふれあい

『親子木工体験」を開催
～ﾉl､筆上|こ．おかあさんなど３１名が参加～

今年度簸後の森とのふれあいを2ﾉｲ９F｜

今'１１|参加していただいた方は，男女

ともに7約ずつの14櫓で，liUi樹齢は80歳

の男性，雌年少は8歳の!|ﾘ１Ｆ|小の児jif3

人組でした。

９時20分に現地に到;ｉｆすると，上空を

オジロワシが旋回し，出迎えてくれま

した。

体１Ｍで体をほぐした後，スキーに脱

ぎ緋え，散策を開始しました。

Ｐ途『１１，トドマツ，アカエゾマツ，力
〆ワ、エゾノコリンゴと樹砿が変わる

ごとに，それぞｉ１の木の特徴，）M途，

fiIilのＩＩＪ米など，またjlil辺の海岸林は

ｉ１Ｉｌ轡'1ﾉﾉIIIi保安林に|肯定され，海岸から

のM1分を含んだ風を捌め，)１１１などへの.M【

醤を防いでくれていることなどについ

てインストラクターからtMtI川を行いま

した。

また，今回は町立jill床l1li物館から学

裟１１の方に同行していただき，雲の上

にある1liI物の足跡の』し分け方や冬のｍ

ｊｌＭ辺の海岸で見ることができる動物に

ついての説明などを１１Mきました。

このところの暖気により，残念なが

緯流氷もかなり遠くに離れていました

(１１）に祷釣調で閲111池ました。１月１１，（土）に，センターのセミナー

室において，「第451711,森とのふれあい親子

木工体験」を|)iIii1し、ｊ１１１選で選ばれた31名

の親子が参加しました。

最初に，鵬風から材料や道具などを使用

するに当たっての注意]i:項を説明した後，

皆，思い思いに藷え，材料を手に取り，工

作づくりに取り組みました。

材料は，小枝・マツカサ・ドングIル小

石・瀞ち業・セロファン・折り紙などで，

それぞれ工夫を朧らしながら恋戦普lIMilの

末，fiA虫，飾りl1流|，ステンドガラスなど

を作っていました。

センターjlMl貝も，.]＆供やおかあさんが

もってくる小枝を，斜めや難く輪切りに切

断したりして汗だくの赫剛で，約3時閥の

工作づくりを無事終了することができまし

た。

子供達は、「冬休みの宿題ができた」と

喜んで帰っていきました。

道具を使用する際の注意鞭項を説明しました

小学生もさっそうと滑っていました
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鰹’ こんな代品ができまりだ
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思い思いに作りました
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カシワについて説明していますｑ 

う強くつ危ｉｆ

が，縫方の海ｶﾞﾘ扇を背}itに全員で記念

塚Ｊ１』を倣った後，来た道を；|き返し．

約90分の１１然散策を終了しました。

なお，参加した皆さんのアンケート

の『'１で，「歩くスキーなんだから．も

う少し災い距離を滑りたかった」とい

う意見をいただきました。今後の諜迦

にさせていただきます。
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全員で記念撮影（曇天のため悔別岳は写りませんでした）


